
地域包括支援センターだより

高富児童館だより 問高富児童館　℡22-4750

　毎月児童館でおもちゃの修理をしてもらっているおもちゃ病院さん。そのおもちゃ病院さんが、毎年
夏休みに木工教室を開催しています。いろいろな形の木や枝と、グルーガンやのこぎりなどの道具を使っ
ておもちゃを作ります。道具の使い方はおもちゃ病院さんが丁寧に教えてくれます。子どもたちは、好
きなものを使って、自由に好きな作品を作ります。
　写真はおととしのものです。この夏の思い出に高富児童館で一緒におもちゃを作りませんか。

▶日時　8月16日（月）　10時30分〜11時45分
▶場所　高富児童館2階会議室
▶定員　10人

高齢者の虐待防止のために
　高齢者への虐待は身近なところで起こる問題です。虐待防止の意識をもち、高齢者や高齢者の世話
をする家族・親族などを見守っていくことが必要です。そのためには、日頃から高齢者や養護者に声
掛けをするなど、地域全体で支えあっていくことが大切になってきます。令和元年度の岐阜県の虐待
に係る相談・通報受理件数は、合計416件ありました。そのうちの398件が養護者によるもので、18
件が要介護施設従事者によるものでした。
　山県市でも年間5〜6件の虐待についての相談があります。

家族の介護をしている人へ
　長年の介護に疲れていたり、一生懸命なあまり追い詰められていたりし
ませんか？
　心身ともに余裕をもって介護を続けるためには、サービスや制度を利用
して介護負担を軽減し、介護をする人もされる人も健やかに暮らしていく
ことが大切です。
　気になること、不安になることがあれば次の問合先に気軽に連絡してください。

相談・問合先　　健康介護課　℡22-6838
　　　　　　　　南部地域包括支援センター　℡22-6886
　　　　　　　　北部地域包括支援センター　℡52-3340

問南部地域包括支援センター　℡22-6886
問北部地域包括支援センター　℡52-3340

この夏の思い出に！
おもちゃ病院さんと木工工作
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やまがた月見会 ’21
　　月夜のしらべ 〜月見茶会＆筑前琵琶コンサート〜
　月夜の中、優雅な茶会と琵琶の美しいしらべを聴きながら、幻想的な一夜を楽しんでみませんか。公演で
は山県市ゆかりの明智光秀をテーマにした演奏を予定しています。
▶開催日　9月25日（土）
▶時間　公演　17時30分〜18時50分　開場17時15分
　　　　茶会　〔1部〕16時45分〜、〔2部〕17時45分〜、〔3部〕19時10分〜
　　　　　　　※各部開場は5分前、時間は20分程度
　　　　　　　※茶会の2部は、茶会のみの参加となります
▶場所　公演／花咲きホール、茶会／古田紹欽記念館
▶演奏者　筑前琵琶奏者 田中旭泉さん、酒井旭粋さん
▶参加費　共通券（公演＋茶会）　1,000円※茶会1部または3部を選択、各部30人
　　　　　公演のみ　700円※共通券完売後に販売します
　　　　　茶会のみ　500円※20人限定
▶申込開始日　8月4日（水）
▶受付場所　古田紹欽記念館（9時〜17時　月曜または祝日の翌日休館、臨時休館あり）
※チケットは事前予約制です。記念館窓口または電話で申し込んでください。
※申し込み後のキャンセル、内容の変更などはご遠慮ください。

■臨時休館日のお知らせ　9月23日（木・祝）、25日（土）（25日はイベントのみ行っています）

古田紹欽記念館からのお知らせ TEL　36－1023
FAX　36－3321

四国堀跡
大桑城を描いた絵図（個人蔵）
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